
昭和５７年／ ４
５９年／ ３
６１年／ ９・１１
６３年／１２

平成 元年 ／ ９
２年／ ６ ● 中筋川総合開発工事事務所と名称変更
３年／ １ ● 本体コンクリート打設開始
５年／１１ ● 本体コンクリート打設完了
７年／１１ ● 試験湛水開始

１０年／ ５ ● 試験湛水完了
１１年／ ４ ● ダム管理開始
１５年／ ６ ● 中筋川ダム水源地域ビジョンの策定
１８年／ ２ ● 事前放流実施要領策定

令和 ４年／ １ ● 堰堤改良工事現場着手
令和 ４年／ ３ ● 事前放流実施要領変更
令和 ６年／ ２ ● 堰堤改良事業完了

● 操作細則変更、特別防災操作実施要領策定

● 中筋川ダム調査事務所設置
● 基本計画告示
● 補償基準締結
● 仮排水トンネル工事着手
● 本体工事着手

２０２５年度

渡川ダム統合管理事務所

事 業 概 要

中筋川ダム NAKASUJIGAWA-DAM さらに安全で機能的に！

ダムの諸元事業経緯

〒788-0781 宿毛市平田町黒川櫛ヶ崎山5312-48
TEL：0880-66-2501 FAX：0880-66-2511
ホームページ http://www.skr.mlit.go.jp/watarigawadam/
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217.5m
274,000㎥

21.1ｋ㎡

0.7ｋ㎡

宿毛市0.56ｋ㎡

三原村0.14ｋ㎡
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高 知 県 宿 毛 市 平 田 町 黒 川

重 力 式 コ ン ク リ ー ト ダ ム

『蛍湖』の由来
蛍が生息する場所は、自然環境のすばらしいところであり、中筋川ダム周辺

で５月から６月に蛍の乱舞が見られます。そういう自然環境が保たれる事に願
いを込めて蛍湖という名前が付けられました。

◆洪水調節

中筋川沿川地域の洪水被害を軽減します。

◆流水の正常な機能の維持

中筋川の河川環境の保全を図ると共に既得用水等を確保します。

◆かんがい用水

農業の安定・振興のため、かんがい用水を確保します。

◆水道用水

宿毛市の水道用水（最大２，０００ｍ3/日）を確保します。

◆工業用水

高知県（高知西南中核工業団地）の工業用水（最大８，０００ｍ3/日）を確保します。 自然調節方式
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（ ）内は非洪水期（11月1日～6月15日）の容量

8,600,000㎥
（8,100,000㎥）

600,000㎥

ＥＬ. 74.1ｍ
ＥＬ .72.1ｍ）

▽ 最低水位

利水容量 3,400,000㎥
（3,900,000㎥）

▽ 基礎標高

中筋川ダム・横瀬川ダムでは、洪水期に台風等の洪水が予想さ
れる場合、より治水効果を発揮させることを目的に、ダムに貯まっ
た水をあらかじめ流す「事前放流」を行い、大雨に備えて洪水貯留
容量を増やす操作を行っています。この事前放流により、洪水を貯
める容量を中筋川ダムでは最大で113万㎥、横瀬川ダムでは最大
で22万㎥増やし大雨に備えています。

利水容量

洪水貯留容量
▽

▽

洪水貯留容量

利水容量

事前放流により増加
させる洪水貯留容
量（約１００万㎥）

洪水前に一時
的に貯水位を
低下させる。

事前放流

420m3(25mﾌﾟｰﾙ)×約2400杯分

事前放流により増加させる

100万m3とは？

【地域住民に愛されるダムへ】

中 筋 川 ダ ム

中筋川ダムにおける防災操作（洪水調節）の実績

～人と自然に寄りそう 四国西南端のデザイナーズダム～

２０２５年度 主な実施内容

ＥＬ.25.0ｍ

ＥＬ.49.0ｍ

（洪水貯留準備水位

２０２４年度 主な実施内容
【ダム維持管理】

●定期観測
●管理施設点検整備
●ダム管理用制御処理装置更新設計
●水辺現地調査（陸上昆虫類） 他

中筋流域かわまちづくりの取組

「中筋川流域かわまちづくり」計画が令和６年８月に新規登録されました。

この取り組みでは、中筋川ダム・横瀬川ダムで、国土交通省において湖面等の活用促進に向けた親水護岸等を整備し、ダム利活用調整
協議会（宿毛市、四万十市、三原村、関係機関など）で、これらの施設を活用したイベント等を開催し、ダムを拠点とした地域の賑わいを
創出していきます。

令和７年度から横瀬川ダム下流のトドロの滝や雨乞いの祠へアクセスできるように、階段や桟橋を整備していきます。また、横瀬川ダム
の貯水池及びダム上流面が眺望できるように、ダム湖に張り出した展望デッキを順次整備していきます。

ダム見学 中筋川ダムの日

職員が普段は入ることの出来ないダムの中をご案内します！

最小催行人数：５名～
見学可能時間：９時～１６時
（土日・祝祭日を除く）
見学所要時間：３０分～１時間程度
駐車場・トイレ有り

毎月第４土曜日は中筋川ダムの日です！
噴水や洗浄放水、ダムのライトアップを実施しています。
ダム見学も２名から予約を受け付けています。
ダムの日は中筋川ダムにぜひお越しください。

洗浄放水：１２時１５分～
噴 水：１０時～１２時の正時、１２時３０分

１４時～２０時の正時
ライトアップ：１９時、２０時

【ダム維持管理】
●定期観測
●管理施設点検整備
●選択取水設備整備
●ダム周辺環境整備検討 他

ダム見学 中筋川ダムの日

横瀬川ダム下流の整備イメージ 展望所の整備イメージ

【総合水系環境整備事業】
●中筋川流域かわまちづくり事業
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管理開始後最大の流入量

（平成28年台風16号）

最大流入量 0.00 最大放流量 0.00 

流量（m3/s）
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最大流入量
350.93m3/s

最大放流量
61.46m3/s

・洪水期：6/16～10/31
・月日の枠囲い：非洪水期に発生した洪水


